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失
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失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

Ｕ
｜
18
日
本
｜
Ｕ
｜
18
チ
リ

後
半
36
分
、
Ｕ
｜
18
日
本
の
杉
田
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
１
点
を
返
す

‖
藤
枝
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

チ
ェ
コ
２
―
１

静

岡

チ

リ
２
―
１

日

本

静

岡

日

本

チ

リ

チ
ェ
コ

き
の
う
の
結
果

き
ょ
う
の
試
合

（
会
場
は
エ
コ
パ
ス
タ

ジ
ア
ム
）

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＹ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂｄ ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ ｃ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ａ

Ｓ
Ｂ
Ｓ
カ
ッ
プ
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
、
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
主
催
）
は

日
、
藤
枝
総
合
運
動
公

園
サ
ッ
カ
ー
場
で
開
幕
し
た
。
静
岡
ユ
ー
ス
は
Ｕ
｜

（

歳
以
下
）
チ
ェ

コ
代
表
に
１
｜
２
で
敗
れ
、
初
戦
を
落
と
し
た
。
Ｕ
｜

日
本
代
表
は
Ｕ
｜

チ
リ
代
表
に
１
｜
２
で
惜
敗
し
、
黒
星
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
大
会
第
２

日
は

日
、
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
る
。

後
半
難
し
く
な
っ
た

Ｕ
｜

チ
リ
代
表
エ
ク

ト
ル
・
ロ
ブ
レ
ス
監
督
の

話

勝
利
で
の
ス
タ
ー
ト

に
満
足
し
て
い
る
。
（
南

半
球
の
）
母
国
と
は
真
逆

の
季
節
、気
候
だ
っ
た

チ
ー
ム
の
２
点
目
が
大
き

か
っ
た
。
後
半
に
日
本
の

９
番
（
加
藤
）
が
入
っ
て

か
ら
難
し
い
試
合
に
な
っ

た
。

第
１
日

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

静
岡
ユ
ー
ス
｜
Ｕ
｜
18
チ
ェ
コ

前
半
、
静
岡
ユ
ー
ス
の
白
井
が
ゴ
ー
ル
を
狙
う
が
相
手
Ｇ
Ｋ
に
阻
止
さ
れ
る

‖
藤
枝
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

静
岡
は
強
い
チ
ー
ム

Ｕ
｜

チ
ェ
コ
代
表
コ

ゼ
ル
・
ル
ボ
シ
ュ
監
督
の

話

静
岡
は
強
い
チ
ー
ム

だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
で

き
た
。
前
半
の
戦
い
は
満

足
し
て
い
な
い
が
、
後
半

も
最
後
は
ぎ
り
ぎ
り
の
と

こ
ろ
だ
っ
た
。
ラ
ッ
キ
ー

な
結
果
に
満
足
し
て

る
。

静
岡
は
ボ
ー
ル
を
支
配

し
て
優
位
に
進
め
た
が
、

シ
ュ
ー
ト

本
の
怒
濤

（
ど
と
う
）
の
攻
撃
も
ゴ

ー
ル
は
１
点
の
み
だ
っ

た
。

後
半
の
立
ち
上
が
り
に

チ
ェ
コ
に

を
突
か
れ
、

痛
恨
の
逆
転
負
け
。
選
手

の
足
取
り
は
重
く
、
最
前

線
の
白
井
主
将
は
「
結
局

セ
ッ
ト
プ
レ
ー
で
の
得
点

だ
け
。
前
線
が
貪
欲
に
ゴ

ー
ル
を
狙
っ
て
い
か
な
い

と
」
と
責
任
を
背
負
い
込

ん
だ
。

２
失
点
は
と
も
に
相

手
の
ロ
ン
グ
パ
ス
か
ら
。

後
半
２
分
は
最
終
ラ
イ

ン
の
背
後
を
突
か
れ
、

４
分
は
守
備
陣
が
ク

ア
し
き
れ
ず
豪
快
に

り
込
ま
れ
た
。
鈴
木

督
（
桐
陽
高
教
）
は
「
ボ

ー
ル
を
奪
わ
れ
た
後

最
初
の
守
備
が
甘
く

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
唇
を

か
ん
だ
。

チ
ェ
コ
に
は
、
シ
ュ
ー

ト

本
の
う
ち
決
定
的
だ

っ
た
２
本
を
確
実
に
決
め

ら
れ
た
。鈴
木
監
督
は「
相

手
は
わ
ず
か
な
好
機
を
生

か
し
た
」
と
決
定
力
の
差

を
痛
感
し
た
。

身
長
１
８
０
㌢
の
大
型

選
手
が
そ
ろ
う
チ
ェ

に
対
し
、
球
際
の
強
さ
、

運
動
量
で
互
角
に
渡

合
っ
た
こ
と
に
は
手

え
が
あ
る
。

日
の
日
本

戦
に
向
け
、
白
井
主
将
は

「
将
来
に
つ
な
げ
る
た
め

に
も
良
い
プ
レ
ー
を
し
た

い
」
と
気
持
ち
を
切
り
替

え
た
。

（
萩
原
正
司
）

フランティシェック
Ｔカレル
ヴァーツラヴ
ヴォイチェフ
トマーシュ
ダヴィッド
ラジスラヴ
ヤクブ
パトリック
ミハエル
アントニーヌ

【
チ

ェ

コ
】
４
・
５
・
１

ＧＫ

ＳＨ
６ＣＫ４
ＦＫ６
ＧＫ

青 木 ＪＦＡアカデミー福島
伊藤駿 清水ユース
山 口 藤枝東高
監 物 清水ユース
伊藤研 清水ユース
山 原 ＪＦＡアカデミー福島
吉 田 清水ユース
新 関 清水ユース
伊藤稜 静岡学園高
鈴 木 清水ユース
白 井 清水桜が丘高

【
静

岡
】
４
・
４
・
２

▽
交
代【
静
】清
水
・
静
岡
学
園
高
（
鈴

木
）
高
野
・
静
岡
学
園
高

青
木

菊
地

・
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島

伊
藤
研

大
山
・
常
葉
大
橘
高
（
伊
藤
稜
）
宮
本

・
清
水
ユ
ー
ス
（
吉
田
）
【
チ
】
Ｓ
カ

レ
ル
（
Ｔ
カ
レ
ル
）
イ
ジ
ー
（
ラ
ジ
ス

ラ
ヴ
）ワ
ー
ツ
ラ
ブ（
ア
ン
ト
ニ
ー
ヌ
）

リ
ハ
ル
ド（
ミ
ハ
エ
ル
）パ
ヴ
ェ
ル
（
ダ

ヴ
ィ
ッ
ド
）
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
ヴ
ォ
イ
チ

ェ
フ
）

▽
警
告
【
静
】
鈴
木
【
チ
】
イ
ジ
ー
、

ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
、
パ
ト
リ
ッ
ク

【
チ

リ
】
４
・
３
・
３

ＧＫ

ＳＨ９
７ＣＫ５
ＦＫ

４ＧＫ６

若 原 京都ユース
石 原 湘 南
橋 岡 浦和ユース
中 川 柏ユース
荻 原 浦和ユース
堀 横浜Ｍユース
藤 本 東京Ｖユース
伊 藤 磐田ユース
奥 抜 大宮ユース
井 沢 浦和ユース
原 ＦＣ東京ユース

【
日

本
】
４
・
４
・
２

▽
Ｐ
Ｋ
【
日
】
０
【
チ
】
１

▽
交
代
【
日
】
阿
部
・
東
福
岡
高
（
橋

岡
）
杉
田
・
名
古
屋
ユ
ー
ス
（
井
沢
）

小
林
・
Ｆ
Ｃ
東
京
ユ
ー
ス
（
奥
抜
）
田

中
・
柏
ユ
ー
ス
（
堀
）
加
藤
・
山
梨
学

院
高

原

川
村
・
広
島
ユ
ー
ス

伊
藤

【
チ
】
ロ
ハ
ス
（
ゲ
ラ
）
ビ
ジ
ャ
ヌ
エ

バ

メ
ネ
セ
ス

マ
ス
エ
ラ

モ
ラ
レ
ス

▽
警
告
【
日
】
原
【
チ
】
ロ
ハ
ス

ウレタ
Ｎフェルナンデス
アラルコン
タピア
Ｖフェルナンデス
アイエンデ
サアベドラ
ウリベ
メネセス
ゲラ
モラレス

《》

「」

Ｕ
―
チ
リ
代

表（
３
）

２
１
｜
０

１
｜
１

１

Ｕ
―
日
本
代

表（
０
）

▽
得
点
者
【
チ
】
ア
イ
ェ
ン
デ

（
モ
ラ
レ
ス
）ア
ラ
ル
コ
ン
（
Ｐ

Ｋ
）
【
日
】
杉
田
（
加
藤
）

評

日
本
は
大
き
く
展

開
す
る
チ
リ
の
攻
撃
に
苦

戦
を
強
い
ら
れ
た
。

前
半

分
、
チ
リ
に
ス

ロ
ー
イ
ン
か
ら
ク
ロ
ス
を

上
げ
ら
れ
先
制
さ
れ
た
。

後
半
４
分
は
ハ
ン
ド
の
反

則
で
Ｐ
Ｋ
を
取
ら
れ
、
失

点
し
た
。

終
盤
は
リ
ズ
ム
を
つ

か
み
、

分
に
は
加
藤
が

相
手
Ｇ
Ｋ
と
１
対
１
に

な
る
好
機
を
つ
く
っ
た
。

分
に
加
藤
の
パ
ス
を

杉
田
が
決
め
て
１
点
を
返

し
た
が
、
反
撃
は
遅
か
っ

た
。

《》

「」

Ｕ
―
チ
ェ
コ

代
表
（
３
）

２
０
｜
１

２
｜
０

１

静
岡
ユ

ー
ス
（
０
）

▽
得
点
者
【
チ
】
ワ
ー
ツ
ラ
ブ

（
イ
ジ
ー
）
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
（
な

し
）
【
静
】
山
口
（
山
原
）

評

静
岡
は
後
半
立
ち

上
が
り
に
連
続
失
点
し
、

チ
ェ
コ
に
逆
転
負
け
し

た
。
１
点
リ
ー
ド
で
折
り

返
し
た
後
半
２
分
、
右
サ

イ
ド
か
ら
背
後
を
突
か
れ

同
点
を
許
し
、
４
分
に
ゴ

ー
ル
前
の
混
戦
か
ら
勝
ち

越
し
弾
を
決
め
ら
れ
た
。

前
半
は
静
岡
ペ
ー
ス
。

分
に
右
Ｃ
Ｋ
か
ら
山
口

が
頭
で
押
し
込
み
先
取
点

を
奪
っ
た
。
逆
転
さ
れ
た

後
は
中
盤
で
球
を
動
か
し

て
好
機
を
う
か
が
っ
た

が
、
相
手
の
厚
い
守
備
を

崩
せ
な
か
っ
た
。

日
本
は
途
中
出
場
の
２
人
で
意
地
の

得
点
を
奪
っ
た
。０
｜
２
の
後
半

分
、

左
サ
イ
ド
を
駆
け
上
が
っ
た
Ｆ
Ｗ
加
藤

が
２
度
の
切
り
返
し
で
相
手
守
備
陣
を

振
り
切
っ
た
。
「
い
つ
も
な
ら
１
人
目

を
外
し
た
ら
左
足
で
（
シ
ュ
ー
ト
を
）

打
つ
が
、
確
率
を
求
め
た
」
と
加
藤
は

フ
リ
ー
だ
っ
た
中
央
の
Ｆ
Ｗ
杉
田
に
パ

ス
を
出
し
た
。
冷
静
に
流
し
込
ん
だ
杉

田
は
「
走
っ
た
と
こ
ろ
に
出
し
て
く
れ

た
」
と
感
謝
し
た
。

加
藤
は
今
月
初
旬

Ｊ
１
清
水
の
練

習
に
参
加
し
た

ブ
ラ
ジ
ル
人
Ｄ
Ｆ

の

カ
ヌ
と
何
度
も
競
り
合
っ
た
こ
と

で

き
ょ
う
は
や
れ
る
と
思
っ
て
い
た

と
体
格
で
上
回
る
外
国
人
選
手
に
当
た

り
負
け
し
な
か
っ
た
。
「
（
清
水
の
）

鄭
大
世
さ
ん
や
小
林
監
督
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
生
き
た
」
と
練
習
で
学
ん
だ

こ
と
を
実
戦
で
生
か
し
た
。
チ
リ
の
ロ

ブ
レ
ス
監
督
に
「
９
番
（
加
藤
）
が
入

っ
て
か
ら
苦
戦
し
た
」と
言
わ
し
め
た
。

チ
ー
ム
は
前
半
、
相
手
の
ス
ピ
ー
ド

や
強
さ
に
戸
惑
い
、ミ
ス
が
目
立
っ
た
。

Ｍ
Ｆ
伊
藤
は
「
立
ち
上
が
り
は
相
手
の

勢
い
に
の
み
込
ま
れ
た
」
と
慣
れ
る
ま

で
時
間
を
要
し
た
こ
と
を
悔
や
ん
だ
。

影
山
監
督
は
「
国
内
で
世
界
基
準
の
体

験
が
で
き
る
。
で
も
、
い
い
経
験
を
し

た
と
思
う
だ
け
で
は
成
長
は
な
い
。
勝

つ
た
め
に
や
っ
て
い
く
」
と
巻
き
返
し

を
期
し
た
。

（
大
山
雄
一
郎
）
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(１３) 　Ｂ 平成２９年( 年)８月１１日 (金曜日)(１３) 　Ｂ 平成２９年( 年)８月１１日 (金曜日)

平成２９年（２０１７年）８月１１日（金曜日）付け静岡新聞朝刊より




